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業務の実施状況の内訳 

 業務の全体的な実施状況は、122 項目の年度計画の項目のうち、年度計画を上回って

実施している（Ａ評価）が 1 項目（0.8％）、年度計画どおりに実施している（Ｂ評価）

が 119 項目（97.6％）、年度計画をやや遅れて実施している（Ｃ評価）が 2項目（1.6％）

という結果でした。 

 Ａ評価及びＢ評価が全体の 98％を超えており、年度計画を十分に実施していると認め

られます。 

≪評価概要≫ 

教育研究等の質の向上に関する事項 

項目数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

75 0 73 2 0 

業務運営の改善及び効率化に関する事項 11 0 11 0 0 

財務内容の改善に関する事項 6 0 6 0 0 

自己点検・評価及び情報公開に関する事項 5 0 5 0 0 

その他業務運営に関する事項 25 1 24 0 0 

合 計 122 1 119 2 0 

 

評価指標に係る平成２８年度の主な状況 

指  標 法人化前 達成目標 H28 実績 

学部の入学定員充足率 100.0% 100％以上 113.9% 

学部の学生の標準修業年限内卒業率 73.3% 80％以上 84.4% 

学部の学生の就職率 91.9% 95％以上 99.5% 

博士学位取得者数 1.7 人 3.0 人以上 1 人 

連携による公開講座の参加者数 535 人 550 人以上 385 人 

外部資金の金額 39,254 千円 78,000 千円以上 119,031 千円 

博士前期課程の入学定員充足率 78.1% 100％以上 87.5% 

博士後期課程の入学定員充足率 25.0% 100％以上 75.0% 

 

 

Ａ評価及びＢ評価の数 

98%(120 項目) 

≪評価基準の定義≫ 

評価Ａ：年度計画を上回って実施している 

評価Ｂ：年度計画を計画どおりに実施している。 

評価Ｃ：年度計画をやや遅れて実施している。 

評価Ｄ：年度計画を実施していない。 

 

特筆すべき成果 

平成 28 年度は、公立大学法人としての 4 年度目の事業年度であり、法人化後の大学

運営を軌道に乗せるとともに、理事長及び学長のリーダーシップの下、教育、研究及び

地域貢献に関する取組みを進め、業務運営の改善及び効率化についても、法人全体で推

進しています。 

 

オープンキャンパスの実施内容を見直し、来場者数増 

    ・夏のオープンキャンパス前年度比 200 名、23.5%増の 1,050 名来場 

学生求人の新規開拓を目的とした企業訪問の実施 

    ・都内企業 21 社を新たに訪問 

リサーチアシスタント制度の導入決定 

    ・平成 29 年度から制度開始 

「分野横断型研究事業」を新たに実施 

    ・学科や専攻の枠を超えた学内共同研究の推進 

図書館３階にラーニングコモンズを設置 

    ・学生の自主学習環境の充実及びアクティブラーニングコモンズの推進 

 

Ｃ評価（年度計画をやや遅れて実施している）の項目 

 

博士前期課程における学位授与基準の確認及び履修モデルの作成 

社会の要望する研究実施に関する議論 

 

平成２８年度 

業務実績に関する報告書【概要版】 


